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第１４回大規模接種対策本部会議について 

 

 

本日、中山防衛副大臣（大規模接種対策本部長）の下、第１４回

大規模接種対策本部会議を実施しました。 

本日の対策本部会議において、自衛隊大規模接種センターの接種

対象者の年齢の引き下げについて議論を行い、次の内容を決定しま

した。 

 

自衛隊大規模接種センターにおいては、現在、１８歳以上の方に

対してワクチン接種を行っていますが、新規陽性者に占める若年層

の割合が高い現状を踏まえると、今後、特に若年層に対する接種の

拡大が必要であることから、若年層への対応について検討してまい

りました。 

 

厚生労働省による「予防接種の実施に関する手引き」によれば、

１６歳未満の若年者への予防接種を実施する場合は、原則として保

護者の同伴が必要であるとされており、同伴者が増加することによ

り、自衛隊大規模接種センターにおける会場内の移動や接種前の予

診などに時間を要することから、一人当たりの接種所要時間が増加

するなど、自衛隊大規模接種センターが有する１日当たりの接種能

力を低下させるおそれがあります。 

 

一方、保護者の同伴の必要のない１６歳以上の若年者については、

ワクチン接種の対応要領に変化は生じず、自衛隊大規模接種センタ

ーが有する接種能力への影響は少ないとの結論を得たことから、１

６歳及び１７歳の方々を新たに接種対象として加えることとします。

１６歳及び１７歳の方々に対する接種は、１０月７日をメドとして

開始する見込みです。 

 

さらに、１６歳、１７歳を含む高校生世代は、成人層と比較して副



 

反応の発生率が高いことから、副反応について本人に対して丁寧に

説明する必要があることなどに留意し、既存の接種対象者とは別に

対応するべく、１６歳から１８歳までを対象とした若者接種枠につ

いて、東京大規模接種センターで１日当たり５００回分、大阪大規模

接種センターで１日当たり２５０回分を新たに設けることといたし

ました。なお、この若者接種枠は、平日においては日中に授業のある

高校生の事情を鑑み、１６時から１９時に設定することとします。 

 

また、１６歳以上に接種対象を拡大するにあたり、近傍の病院へ副

反応発生の際の協力を要請するとともに、センター内に専門の相談

員を設置するなど若年者が安心して接種できる体制を構築してまい

ります。 

 


